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井
伊
直
弼
が
伝
え
た
か
っ
た
こ
と



石
森
　
秀
三

米中対立と世界の平和

Ｇ
ｏ
　

Ｔ
ｏ
受
給
で
社
内
に
調
査
委

子
会
社
で
不
正
か
　

観
光
庁
　

事
業
再
開
ま
で
に
必
要
な
対
応

Ｈ
Ｉ
Ｓ

年

観
光
関
連
団
体

総
会
・
大
会
日
程
（予定含む）

交
流
市
場
を
開
拓

観
光
産
業
の
変
革
豊
か
な
地
域
実
現

観
光
庁
　

和
田
長
官
　
観
光
政
策
で
四
つ
の
柱

国
際
交
流
の
回
復

「
県
民
割
」の
適
用

隣
県
拡
大
は

県


月

日
時
点

　
２
０
２
２
年
が
明
け
た
。
こ
れ
か

ら
の
１
年
、
国
家
も
社
会
も
個
人
も

間
違
い
な
く
激
動
す
る
。
年
の
始
ま

り
く
ら
い
は
落
ち
着
い
た
心
で
迎
え

た
い
も
の
で
は
あ
る
。

　
昨
年
、
暮
れ
も
押
し
詰
ま
っ
た
こ

ろ
、
霞
が
関
の
官
庁
街
を
後
に
し
江

戸
城
の
方
向
を
眺
め
な
が
ら
歩
い
て

い
た
。
そ
ん
な
折
、
ふ
と
井
伊
直
弼

の
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
新
暦
と
旧

暦
の
違
い
は
あ
る
が
誕
生
日
が
同
じ

で
、
桜
田
門
外
の
変
の
１
０
０
年
後

に
生
ま
れ
た
私
に
と
っ
て
、
雪
の
降

る
季
節
に
な
る
と
頭
を
よ
ぎ
る
存
在

だ
。

　
接
客
業
で
の
心
得
の
一
つ
に
「
出

迎
え
三
歩
見
送
り
七
歩
」
と
い
う
言

葉
が
あ
る
。
万
端
整
え
て
お
客
さ
ま

を
出
迎
え
、
そ
れ
以
上
の
心
で
見
送

り
を
す
る
こ
と
が
大
切
な
の
だ
と
解

釈
す
る
。
最
近
、
中
学
校
の
道
徳
の

授
業
で
板
書
さ
れ
て
い
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

目
に
し
た
り
も
す
る
と
て
も
大
切
な

心
構
え
だ
。

　
こ
ん
な
こ
と
を
思
い
な
が
ら
、
井

伊
直
弼
の
著
し
た「
茶
の
湯
一
会
集
」

を
ひ
も
解
く
と
「
そ
も
そ
も
茶
湯
の

交
会
は
一
期
一
会
と
い
ひ
て
、
た
と

え
ば
、
幾
度
お
な
じ
主
客
交
会
す
る

と
も
、
今
日
の
会
に
ふ
た
た
び
か
え

ら
ざ
る
事
を
思
え
ば
、
実
に
我わ

が

一
世

一
度
の
会
な
り
。
去
る
に
よ
り
主
人

は
万
事
に
心
を
配
り
、
聊い

さ
さ

か
も
そ

ま
つ
の
な
き
よ
う
、
深
切
実
意
を
尽

く
し
、
客
に
も
こ
の
会
に
ま
た
逢
い

が
た
き
こ
と
を
わ
き
ま
え
、
亭
主
の

趣
向
、
な
に
ひ
と
つ
も
お
ろ
か
な
ら

ぬ
を
感
心
し
、
実
意
を
も
っ
て
交
わ

る
べ
き
な
り
。
是
を
一
期
一
会
と
い

う
」
の
一
節
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
か

さ
れ
る
。

　
そ
の
考
え
方
は
千
利
休
の
「
一
期

に
一
度
の
会
」
と
い
う
言
葉
と
し
て

山
上
宗
二
が
の
ち
に
伝
え
た
も
の
で

は
あ
る
が
、
井
伊
直
弼
が
「
一
期
一

会
」
「
独
座
観
念
」
と
い
う
言
葉
と

し
て
私
た
ち
に
伝
え
て
く
れ
た
の
は

事
実
だ
。

　
独
座
観
念
と
は
「
客
は
い
と
ま
の

時
、互
い
に
お
し
ゃ
べ
り
な
ど
せ
ず
、

主
人
を
振
り
返
り
な
が
ら
感
謝
の
気

持
ち
を
心
と
形
で
あ
ら
わ
す
。
主
人

も
客
が
見
え
な
く
な
る
ま
で
心
か
ら

見
送
る
。
そ
の
あ
と
、
早
々
と
後
片

付
け
を
す
る
な
ど
し
な
い
。
心
静
か

に
、
に
じ
り
上
り
よ
り
席
に
戻
り
、

炉
前
に
独
座
し
て
、
心
静
か
に
今
日

の
一
期
一
会
を
顧
み
て
、も
う
一
度
、

自
分
一
人
の
た
め
に
茶
を
喫
す
る
こ

と
な
ど
を
す
る
こ
と
が
そ
の
極
意

だ
」
と
い
う
こ
と
。

　
国
際
的
な
「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」

が
出
会
う
前
か
ら
出
会
う
ま
で
に
重

き
を
置
く
こ
と
と
す
る
な
ら
ば
、
私

た
ち
の
「
お
も
て
な
し
」
は
別
れ
た

後
ま
で
を
も
心
深
く
思
い
、
二
度
と

な
い
か
も
し
れ
な
い
次
の
出
会
い
に

ま
で
思
い
を
は
せ
る
こ
と
だ
と
信
じ

た
い
。

　
一
昨
年
か
ら
続
く
ウ
イ
ル
ス
騒
動

と
い
う
人
災
、
侵
さ
れ
た
人
心
、
そ

れ
に
伴
う
経
済
の
低
迷
が
「
そ
ん
な

こ
と
も
あ
っ
た
よ
ね
」
と
思
い
出
に

代
わ
る
の
は
い
つ
の
こ
と
に
な
る
の

だ
ろ
う
か
。

　
し
か
し
、
そ
う
い
う
世
の
中
で
は

あ
る
が
、
何
と
か
し
よ
う
と
も
が
き

前
を
見
て
進
む
人
た
ち
が
増
え
て
い

る
こ
と
も
実
感
す
る
。

　
旅
館
・
ホ
テ
ル
業
界
や
、
飲
食
業

界
を
見
渡
し
て
も
、
目
の
前
に
存
在

す
る
お
客
さ
ま
に
ど
う
や
っ
て
喜
ん

で
も
ら
う
か
に
心
血
を
注
ぐ
人
た
ち

に
は
、
進
む
べ
き
方
向
が
見
え
て
い

る
。

　
新
年
に
当
た
っ
て
、
井
伊
直
弼
が

私
た
ち
に
伝
え
た
か
っ
た
そ
の
思
い

を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
心
行
く
ま

で
味
わ
う
こ
と
は
無
駄
で
は
な
い
。

　
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
読
者
に
少
し
で
も
、
た
と
え

１
人
に
と
っ
て
で
も
役
に
立
つ
内
容

を
伝
え
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
（
Ｅ
Ｈ
Ｓ
研
究
所
会
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
＝
月
１
回
掲
載

　
新
年
を
迎
え
た
の
で
気
分
一

新
し
て
新
春
を
寿こ

と
ほ

ぎ
た
い
が
、

国
内
外
と
も
に
厳
し
い
状
況
に

あ
る
た
め
、
気
分
の
晴
れ
な
い

お
正
月
だ
。
昨
年

月
ご
ろ
か

ら
コ
ロ
ナ
禍
が
下
火
に
な
り
、

政
府
は
規
制
緩
和
を
行
っ
て
経

済
の
立
て
直
し
を
図
ろ
う
と
し

た
矢
先
に
「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
」

が
登
場
し
た
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界

保
健
機
関
）
は
早
い
段
階
で
警

戒
レ
ベ
ル
の
最
も
高
い
「
Ｖ
Ｏ

Ｃ
（
懸
念
さ
れ
る
変
異
株
）
」

に
指
定
し
、
各
国
が
警
戒
を
強

め
て
い
る
。

　
日
本
で
も
感
染
防
止
対
策
が

講
じ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
オ
ミ

ク
ロ
ン
危
機
に
よ
る
経
済
停
滞

へ
の
懸
念
が
広
が
っ
て
い
る
。

企
業
は
国
内
外
で
人
の
流
れ
や

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン（
供
給
網
）

が
寸
断
さ
れ
る
リ
ス
ク
を
憂
慮

し
て
い
る
。
さ
ら
に
昨
年
来
の

原
油
価
格
の
高
騰
で
コ
ロ
ナ
禍

か
ら
回
復
途
上
に
あ
っ
た
各
種

業
界
に
苦
境
が
も
た
ら
さ
れ
、

各
家
庭
に
お
い
て
も
光
熱
費
や

食
品
費
な
ど
の
諸
物
価
の
高
騰

で
厳
し
い
冬
を
迎
え
て
い
る
。

　
一
方
、
世
界
に
目
を
転
じ
る

と
、
米
中
対
立
の
激
化
に
よ
っ

て
世
界
秩
序
の
不
安
定
化
が
顕

著
に
な
っ
て
い
る
。

　
米
国
は
バ
イ
デ
ン
政
権
に
な

っ
て
か
ら
「
自
由
で
開
か
れ
た

イ
ン
ド
太
平
洋
」
構
想
を
打
ち

出
し
て
、
米
英
豪
印
日
の
連
携

に
よ
る
中
国
包
囲
網
の
形
成
に

力
を
入
れ
て
き
た
。

月
上
旬

に
は
バ
イ
デ
ン
大
統
領
の
主
催

で
「
民
主
主
義
サ
ミ
ッ
ト
」
を

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
し
、
１
１
０

の
国
と
地
域
を
招
待
し
た
。
さ

ら
に
今
年
２
月
の
北
京
冬
季
五

輪
へ
の
各
国
首
脳
の
不
参
加
に

よ
る
「
外
交
ボ
イ
コ
ッ
ト
」
を

提
唱
し
、
対
中
批
判
体
制
の
強

化
を
目
指
し
て
い
る
。

　
米
国
の
攻
勢
に
対
抗
し
て
、

中
国
は
ま
ず
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ

ン
大
統
領
と
連
携
し
、両
国
海

軍
の
合
同
演
習
を
実
施
し
て
両

艦
隊
が
津
軽
海
峡
と
大
隈
海
峡

を
通
過
し
て
日
本
に
対
す
る
軍

事
的
威
嚇
を
行
っ
た
。ま
た
中

国
は「
民
主
主
義
サ
ミ
ッ
ト
」に

招
待
さ
れ
な
か
っ
た
国
（々
ト

ル
コ
、イ
ラ
ン
、ミ
ャ
ン
マ
ー
、

タ
イ
、ベ
ト
ナ
ム
な
ど
）と
の
連

携
強
化
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
ロ
シ
ア
は
新
年
早
々

に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
軍
事
的
侵
攻

を
行
う
準
備
を
本
格
化
さ
せ
て

い
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
現
政
権

は
反
ロ
シ
ア
・
親
Ｅ
Ｕ
で
あ
り
、

ロ
シ
ア
の
脅
威
に
対
抗
す
る
軍

事
同
盟
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
（
北
大
西
洋

条
約
機
構
）
へ
の
加
盟
を
急
い

で
い
る
た
め
緊
張
が
高
ま
っ
て

い
る
。

　
同
様
に
中
国
は
、
米
国
が
台

湾
へ
の
接
近
を
強
め
て
お
り
、

台
湾
有
事
に
備
え
た
米
軍
に
よ

る
台
湾
軍
の
秘
密
訓
練
が
明
ら

か
に
な
り
、
緊
迫
度
が
高
ま
っ

て
い
る
。
中
国
は
直
ち
に
内
政

問
題
へ
の
介
入
だ
と
抗
議
し
、

国
の
主
権
を
守
る
た
め
の
措
置

と
し
て
台
湾
海
峡
で
の
戦
闘
準

備
の
た
め
の
警
戒
パ
ト
ロ
ー
ル

を
強
化
し
て
い
る
。
ウ
ク
ラ
イ

ナ
有
事
と
台
湾
有
事
が
現
実
化

す
る
と
、
世
界
は
オ
ミ
ク
ロ
ン

危
機
に
加
え
て
、
米
中
露
対
決

に
よ
る
分
断
危
機
で
苦
悩
す
る

こ
と
に
な
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
は
観
光
産
業
が

「
フ
ラ
ジ
ャ
イ
ル
な
産
業
」
で

あ
る
こ
と
を
鮮
明
に
し
た
。
フ

ラ
ジ
ャ
イ
ル
（
ｆ
ｒ
ａ
ｇ
ｉ
ｌ

ｅ
）
は
「
壊
れ
や
す
い
」
「
虚

弱
な
」「
脆
い
」の
意
で
あ
り
、

観
光
産
業
は
戦
争
や
テ
ロ
、
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
、
深
刻
な
経
済
不

況
、
大
き
な
災
害
な
ど
の
影
響

を
受
け
や
す
い
。

　
観
光
産
業
は「
壊
れ
や
す
く
、

虚
弱
な
産
業
」と
い
う
面
を
克

服
で
き
て
い
な
い
た
め
に
、一

国
の
基
幹
産
業
と
し
て
の
役
割

を
十
全
に
果
た
し
難
い
面
が
あ

る
。一
方
で
観
光
産
業
は「
平
和

産
業（
Ｐ
ｅ
ａ
ｃ
ｅ
　
Ｉ
ｎ
ｄ

ｕ
ｓ
ｔ
ｒ
ｙ
）」な
の
で「
世
界

の
平
和
を
願
う
」ア
ピ
ー
ル
を

強
化
す
べ
き
だ
。

　
（
北
海
道
大
学
観
光
学
高
等

研
究
セ
ン
タ
ー
特
別
招
聘
教

授
）
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▽
国
際
観
光
日
本
レ
ス

ト
ラ
ン
協
会
＝
２
月


日
、
東
京
都
江
東
区
・
東

京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

　
▽
日
本
旅
行
協
定
旅
館

ホ
テ
ル
連
盟
＝
３
月
３

日
、
東
京
都
豊
島
区
・
ホ

テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

　
▽
日
本
ホ
テ
ル
協
会
＝

３
月

日
、
東
京
都
港
区

・
グ
ラ
ン
ド
ハ
イ
ア
ッ
ト

東
京

　
▽
東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー

ズ
協
定
旅
館
ホ
テ
ル
連
盟

＝
３
月

日
、
東
京
都
墨

田
区
・
東
武
ホ
テ
ル
レ
バ

ン
ト
東
京

　
▽
東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー

ズ
協
定
運
輸
観
光
施
設
連

盟
＝
３
月

日
、
東
京
都

墨
田
区
・
東
武
ホ
テ
ル
レ

バ
ン
ト
東
京

　
▽
日
本
添
乗
サ
ー
ビ
ス

協
会
＝
３
月

日
、
東
京

都
大
田
区
・
大
田
区
産
業

プ
ラ
ザ
Ｐ
ｉ
Ｏ

　
▽
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
協
定

旅
館
ホ
テ
ル
連
盟
＝
５
月


日
、
東
京
都
豊
島
区
・

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

　
▽
Ｋ
Ｎ
Ｔ
―
Ｃ
Ｔ
パ
ー

ト
ナ
ー
ズ
会
＝
６
月
２

日
、
東
京
都
港
区
・
シ
ェ

ラ
ト
ン
都
ホ
テ
ル
東
京

　
▽
Ｊ
Ｔ
Ｂ
協
定
旅
館
ホ

テ
ル
連
盟
＝
６
月
８
日
、

東
京
都
新
宿
区
・
京
王
プ

ラ
ザ
ホ
テ
ル

　
▽
日
本
旅
館
協
会
＝
６

月
９
日
、
東
京
都
港
区
・

ホ
テ
ル
イ
ン
タ
ー
コ
ン
チ

ネ
ン
タ
ル
東
京
ベ
イ

　
▽
日
本
観
光
振
興
協
会

＝
６
月

日
、
東
京
都
港

区
・
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル　
▽
国
際
観
光
施
設
協
会

＝
６
月

日
、
東
京
都
千

代
田
区
・
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ン
エ
ド
モ
ン
ト

　
▽
日
本
温
泉
協
会
＝
６

月

日
、
神
奈
川
県
箱
根

湯
本
温
泉
・
会
場
調
整
中

　
▽
日
本
バ
ス
協
会
＝
６

月

日
、
東
京
都
千
代
田

区
・
経
団
連
会
館

　
▽
全
国
旅
行
業
協
会
＝

６
月

日
、
東
京
都
千
代

田
区
・
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ

テ
ル

　
▽
全
国
旅
館
ホ
テ
ル
生

活
衛
生
同
業
組
合
連
合
会

＝
総
会
・
６
月
・
東
京
都

内
、
大
会
・
秋
・
東
京
都

内
（
い
ず
れ
も
２
月

日

の
理
事
会
で
決
定
）

　
▽
全
日
本
ホ
テ
ル
連
盟

＝
６
月
予
定
、
日
時
、
場

所
は
未
定

　
▽
読
売
旅
行
協
定
旅
館

ホ
テ
ル
連
盟
＝
７
月
４

日
、
東
京
都
新
宿
区
・
京

王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

　
▽
農
協
観
光
協
定
旅
館

ホ
テ
ル
連
盟
＝
７
月
５

日
、
東
京
都
江
東
区
・
ホ

テ
ル
イ
ー
ス
ト


　
▽
日
本
旅
行
業
協
会
＝

調
整
中

　
観
光
庁
の
和
田
浩
一
長
官
は
、

月

日
の
専
門
紙
会
見
で
、
今
後
の
観
光
政
策

と
し
て
四
つ
の
柱
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
四
つ
の
柱
は
、

①
国
内
交
流
の
回
復
・
新
た
な
交
流
市
場
の
開
拓
②
観
光
産
業
の
変
革
③
交
流
拡
大

に
よ
り
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
地
域
の
実
現
④
国
際
交
流
の
回
復
・
質
的
な
変
革
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
観
光
戦
略
と
し
て
、
施
策
の
テ
ー
マ
と
し
た
い
考
え
だ
。

観光庁の和田浩一長官（月
日の会見で）

　
四
つ
の
柱
を
含
む
今
後
の

観
光
政
策
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ

い
て
は
、
中
長
期
的
な
観
光

政
策
の
方
向
性
、
目
標
な
ど

を
示
す
観
光
立
国
推
進
基
本

計
画
の
改
定
を
検
討
し
て
い

る
交
通
政
策
審
議
会
観
光
分

科
会
の

月
８
日
の
会
合
に

も
提
示
し
た
。

　
和
田
長
官
は
「
コ
ロ
ナ
禍

の
状
況
が
不
透
明
な
た
め
、

基
本
計
画
自
体
の
改
定
は
様

子
を
見
な
が
ら
に
な
る
が
、

こ
の
四
つ
の
柱
に
沿
っ
て
必

要
な
取
り
組
み
を
進
め
る
こ

と
が
重
要
に
な
る
。
２
０
２

２
年
度
予
算
に
も
４
本
の
柱

に
沿
っ
た
施
策
を
並
べ
た

い
。
国
内
交
流
の
拡
大
や
市

場
開
拓
、
稼
げ
る
産
業
・
地

域
に
し
て
い
く
こ
と
に
力
点

を
置
く
」
と
述
べ
た
。

　
四
つ
の
柱
の
う
ち
「
国
内

交
流
の
回
復
・
新
た
な
交
流

市
場
の
開
拓
」
は
、
Ｇ
ｏ
　

Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
事
業
の
再
開

な
ど
に
よ
る
観
光
需
要
の
喚

起
、
「
第
２
の
ふ
る
さ
と
づ

く
り
」
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
交
流
市
場
の
開
拓
な

ど
。
「
観
光
産
業
の
変
革
」

は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用

し
た
観
光
サ
ー
ビ
ス
の
変

革
、
宿
泊
施
設
の
高
付
加
価

値
化
や
生
産
性
向
上
、
労
働

環
境
の
改
善
な
ど
。

　
「
交
流
拡
大
に
よ
り
豊
か

さ
を
実
感
で
き
る
地
域
の
実

現
」
は
、
地
域
の
収
益
最
大

化
に
向
け
た
宿
泊
施
設
・
観

光
地
の
面
的
な
再
生
、
地
域

に
お
け
る
稼
げ
る
「
看
板
商

品
」
の
創
出
な
ど
。
観
光
が

も
た
ら
す
豊
か
さ
を
地
域
の

幅
広
い
関
係
者
が
実
感
で
き

る
よ
う
持
続
可
能
な
観
光
へ

の
取
り
組
み
も
強
化
す
る
。

　
「
国
際
交
流
の
回
復
・
質

的
な
変
革
」
は
、
高
付
加
価

値
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
地

づ
く
り
や
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ

消
費
の
促
進
を
通
じ
た
地
方

で
の
訪
日
外
国
人
旅
行
消
費

額
の
拡
大
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
や
地
方

空
港
に
対
す
る
支
援
な
ど
。

　
　
　
　
　
　
【
向
野
悟
】

　
観
光
庁
の
地
域
観
光
事
業

支
援
で
、「
県
民
割
」の
対
象

に
隣
接
県
を
追
加
し
た
都
道

府
県
は
、
月

日
時
点
で


県
と
な
っ
た
。新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
が

落
ち
着
い
た
こ
と
で
事
業
の

対
象
範
囲
が
拡
大
さ
れ
、隣

接
県
か
ら
の
誘
客
へ
の
割
引

適
用
が
可
能
に
な
っ
た
。

　「
県
民
割
」に
隣
接
県
を
追

加
し
た
都
道
府
県
は
、青
森
、

岩
手
、宮
城
、富
山
、石
川
、山

梨
、長
野
、滋
賀
、島
根
、福

岡
、熊
本
、大
分
、宮
崎
、鹿
児

島
の

県
。「
県
民
割
」の
補

助
金
交
付
が
決
定
し
て
い
る

都
道
府
県
は
、東
京
都
、神
奈

川
県
、埼
玉
県
、千
葉
県
を
除

く

道
府
県
。
月

日
時

点
で

道
府
県
全
て
が「
県

民
割
」事
業
を
実
施
中
。

　
観
光
庁
で
は
、
年
明
け
以

降
、
感
染
状
況
や
専
門
家
の

意
見
を
踏
ま
え
、
都
道
府
県

知
事
の
同
意
を
前
提
と
し

て
、
「
県
民
割
」
事
業
の
対

象
範
囲
を
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
に

拡
大
す
る
方
向
だ
。

　
Ｇ
ｏ
　
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
事

業
の
給
付
金
を
巡
り
不
正
申

請
・
受
給
の
疑
い
が
持
ち
上

が
っ
た
。エ
イ
チ
・
ア
イ
・
エ

ス（
Ｈ
Ｉ
Ｓ
）は

月
９
日
、

連
結
子
会
社
２
社
に
、本
来

は
受
給
対
象
と
な
ら
な
い
取

引
が
あ
る
と
し
て
調
査
委
員

会
を
設
置
し
た
こ
と
を
発
表

し
た
。こ
れ
を
受
け
て
観
光

庁
は
Ｇ
ｏ
　
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル

事
務
局
に
、他
の
案
件
を
含

め
て
不
正
が
な
い
か
調
査
の

徹
底
を
指
示
。Ｇ
ｏ
　
Ｔ
ｏ

ト
ラ
ベ
ル
再
開
へ
の
影
響
に

つ
い
て
観
光
庁
の
和
田
浩
一

長
官
は

月

日
の
会
見

で
、「
何
ら
か
の
対
応
が
必
要

で
あ
れ
ば
、対
応
し
た
上
で

新
し
い
事
業
を
実
施
す
る
」

と
の
考
え
を
示
し
た
。

　
Ｈ
Ｉ
Ｓ
は
、
子
会
社
の
ジ

ャ
パ
ン
ホ
リ
デ
ー
ト
ラ
ベ

ル
、
ミ
キ
・
ツ
ー
リ
ス
ト
か

ら
、
Ｇ
ｏ
　
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル

事
業
に
係
る
取
引
の
中
に

「
宿
泊
の
実
態
が
な
い
取

引
、
受
給
対
象
と
な
ら
な
い

取
引
」
が
あ
る
と
の
報
告
を

受
け
、

月
８
日
に
調
査
委

員
会
を
設
置
。
Ｇ
ｏ
　
Ｔ
ｏ

ト
ラ
ベ
ル
事
務
局
な
ど
と
連

絡
を
と
り
、
実
態
把
握
を
進

め
る
方
針
を
示
し
た
。

　
斉
藤
鉄
夫
国
土
交
通
相
は


月

日
の
会
見
で
、
「
ジ

ャ
パ
ン
ホ
リ
デ
ー
ト
ラ
ベ

ル
、
ミ
キ
・
ツ
ー
リ
ス
ト
、

加
え
て
客
室
の
提
供
を
行
っ

た
ホ
テ
ル
運
営
会
社
Ｊ
Ｈ
Ａ

Ｔ
に
つ
い
て
、
宿
泊
実
態
が

あ
っ
た
か
ど
う
か
、
観
光
庁

か
ら
Ｇ
ｏ
　
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル

事
務
局
に
指
示
し
、
正
確
な

事
実
関
係
の
調
査
を
行
っ
て

い
る
」
と
明
ら
か
に
し
た
。

　
Ｇ
ｏ
　
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
事

業
に
つ
い
て
国
交
省
、
観
光

庁
は
、
年
末
年
始
の
感
染
状

況
を
確
認
し
た
上
で
事
業
を

再
開
す
る
方
針
。
早
け
れ
ば


年
１
月
下
旬
に
も
再
開
が

見
込
ま
れ
て
い
る
。

　
観
光
庁
の
和
田
長
官
は
会

見
で
、「
不
正
な
申
請
は
許
さ

れ
な
い
。不
正
受
給
が
事
実

で
あ
れ
ば
、誠
に
遺
憾
だ
。Ｈ

Ｉ
Ｓ
の
調
査
委
員
会
、事
務

局
の
調
査
で
判
明
し
た
事
実

関
係
を
基
に
適
切
に
対
応
す

る
。国
民
の
皆
さ
ま
の
理
解

が
得
ら
れ
る
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
」と
述
べ
た
。


